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平成30年6月の北陸地方整備局管内の水文・水質状況

北陸地方整備局管内一級河川の主要な水文・水質観測所における観測結果及び水質事故の

状況について発表します。

なお、掲載の数値は速報値であり、確定値と異なることがあります。

平成30年6月の概要は、次のとおりです。

○生活環境項目のＢＯＤは、２地点で環境基準値を上回る値を観測しました。
・常願寺川水系 常願寺川 常願寺橋地点 BOD 2.4mg/L（環境基準値1.0mg/L)

・小矢部川水系 小矢部川 国条橋地点 BOD 2.5mg/L（環境基準値2.0mg/L)

○健康項目で、環境基準値を超えた地点はありませんでした。

〇要監視項目で指針値を超えた地点はありませんでした。

○6月の水質事故発生件数は11件でした。
・北陸地方整備局に通報のあった水質事故は、11件でした。

・流出物質別では、油類7件、農薬･化学物質1件、その他3件でした。

・事故原因別では、取扱い不注意が3件、機器の破損2件、交通事故1件、その他5件でした。

・県別では、新潟県8件、福島県1件、長野県1件、石川県1件でした。

※主な水質事故の概要は別紙のとおりです。

なお、本資料に関するデータ等については、北陸地方整備局ホームページにおいて提

供していますので、そちらをご覧ください。

（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://www.hrr.mlit.go.jp/river/suisitu/suicon.html)
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（　別　紙　）

北陸地方整備局に通報のあった主な水質事故の概要

2018/6/18 関川 関川 38%硫酸、最大600L 新潟県妙高市 妙高市の工場で、希硫酸（38%硫酸）
が工場敷地内に漏洩し地下浸透し
た。配管ジョイント部のナットが緩み
漏出したもので、流出量は最大で
600L。汚染土を掘削･除去し対応し
た。場内のモニタリング井戸でPHを
測定し異常がないこと、また、河川で
の水生生物のへい死等はないことを
確認した。

2018/6/22 信濃川 中ノ口川 油種不明、最大40L 新潟県新潟市南区 河道掘削工事中に、河道に埋没して
いたドラム缶（40L）に掘削重機が接
触し油が湧出した。オイルフェンスを
設置し、埋没していたドラム缶を撤去
し対応した。農業施設で取水を停止
（4箇所）したものの、翌朝には異常は
確認されず、取水を再開した。

2018/6/23 阿賀野川 藤川
（宮川支川）

軽油、推定100L 福島県会津美里町 会津美里町の側溝に、農業機械用備
蓄軽油タンクのコックの閉め忘れによ
る推定100Lの軽油が流出した。藤川
に流出が確認されたことから、マット
を設置し対応した。

2018/6/29 信濃川 魚野川 灯油、推定10,000～
12,000L（調査中）

新潟県南魚沼市 南魚沼市のホテルにおいて、灯油タ
ンクの配管が破損し、推定10,000L～
12,000L（調査中）の灯油が地下浸透
した。破損した埋設配管の使用はや
め、地上配管へ変更し対応している。
現状、河川及び近傍の井戸等へ影響
はないことは確認したが、今後も継続
して確認を実施する予定。配管の破
損箇所や灯油の浸透した土砂の対
応等は調査、検討中。
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